
 

- 1 - 

（  資  料  配  付  ）   

 

 

 

第２回県民モニターアンケート 
「地域安全まちづくりの推進について」の調査結果 

 
第２回県民モニターアンケート調査「地域安全まちづくりの推進について」の調査結果をとりま

とめました。アンケート結果は、今後の地域安全まちづくりの取り組みに活用します。  
 
 
１ 調査概要 

(1) 調査対象者：県民モニター 2,331 人 
(2) 調 査 期 間：平成 30年 7月 30 日(月) 

～8 月 13 日(月)[15 日間] 

(3) 調 査 方 法：県ホームページ上のアンケートフォームに入力 
(4) 回 答 者 数：1,736 人(回答率 74.5％) 
 
 

２ 調査結果の概要 

項目 結果概要 

犯罪被害への不安と 

不安を感じる理由 

 

犯罪被害にあうのではないかという不安について、「不安である(6.3％)」「やや不

安である(37.3％)」を合わせた『不安』は43.6％であり、「まあ安心している(37.8％)」

「安心している(4.0％)」を合わせた『安心』は41.8％となった。 

前回の調査（平成27年度）と比較すると、『不安』は6.8ﾎﾟｲﾝﾄの減少（50.4％→

43.6％）、『安心』は5.5ﾎﾟｲﾝﾄの増加（36.3％→41.8％）となっている。 

不安に感じる理由は「一般的にモラルが低下してきていると思うから(45.0％)」

が最も多く、次に「テレビ・新聞等でよく犯罪事件の報道を目にするから(43.5％)」

が続いている。 

具体的に不安に感じる

犯罪・事案 

具体的に不安に感じる犯罪・事案は、「空き巣などの侵入窃盗(67.7％)」が最も多

く、次に「インターネットを利用した犯罪(43.3％)」、「ひったくり(25.3％)」が続

いている。 

犯罪被害にあうかもし

れないと思う場所 

犯罪被害にあうかもしれないと思う場所は「路上(73.7％)」が最も多く、続いて

「インターネット空間(41.9％)」、「自宅(31.0％)」、「繁華街(30.3％)」となった。 

地域の安全・安心確保の

ために必要な取り組み 

地域の安全・安心確保のために必要な取り組みは、「防犯カメラの設置(57.8％)」

が最も多く、次に「防犯に配慮した公園・道路、防犯灯の整備(45.7％)」、「地域の

見回りの強化(33.3％)」が続いている。 

自らが行う安全・安心の

ための取り組み 

自らが行う安全・安心のための取り組みとして、以前からしている取り組みで最

も多いのは「声かけ運動(46.2％)」、次いで「門灯の一晩中の点灯(43.1％)」となっ

た。今後してみたい取り組みで最も多いのは「防犯セミナー・講習会への参加

(54.5％)」、次いで「地域への防犯情報の提供(47.6％)」となった。 

声かけ運動・こどもの見

守り活動・防犯パトロー

ルをしたいと思わない

理由 

声かけ運動・こどもの見守り活動・防犯パトロールのいずれか一つでも「したい

とは思わない」と答えた人がその理由とするのは、「時間がないから(36.2％)」が最

も多く、次に「健康状態や体調に不安があるから(23.3％)」、「一緒に参加する知人

や友人がいないから(18.6％)」、「取組を行うための支援がない(17.9％)」が続いて

いる。 

作 成 年 月 日 平成 30 年 10 月 22 日 

作成部局課室名 企画県民部広聴課 

＜参考－対象者及び回答者属性＞ 
 対象者 回答者 回答率 
総  数 2,331 1,736 74.5% 
性
別 
男 性 1,128 876 77.7% 
女 性 1,203 860 71.5% 

年
代
別 

10～20代 125 58 46.4% 
30 代 269 173 64.3% 
40 代 473 330 69.8% 
50 代 464 355 76.5% 
60 代 494 410 83.0% 
70 代以上 506 410 81.0% 
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子どもたちにとっての

治安状況と危険だと思

う理由 

子どもたちにとっての治安状況について、「安全だと思う(5.2％)」「どちらかとい

えば安全だと思う(51.2％)」を合わせた『安全だと思う』は56.4％となった。「危険

だと思う (2.8％)」「どちらかといえば危険だと思う(13.0％)」を合わせた『危険だ

と思う』は15.8％となった。 

前回の調査（平成27年度）と比較すると、『安全だと思う』は3.4ﾎﾟｲﾝﾄの増加（53.0％

→56.4％）、『危険だと思う』は3.2ﾎﾟｲﾝﾄの減少（19.0％→15.8％）となっている。 

危険だと思う理由で最も多いのは、「通学路、公園等に防犯カメラが設置されてい

ないから(50.2％)」が最も多く、次に「子どもが被害者になる事件の報道をよく目

にするから(42.9％)」が続いている。 

子どもたちを犯罪から

守るために必要な取り

組み 

 子どもたちを犯罪から守るために必要な取り組みは、「通学路などへの防犯カ

メラや防犯灯の設置(51.3％)」と、「登下校時などの子どもの見守り活動の強化

(51.0％)」が半数を上回った。 

犯罪被害者等の支援に

必要な取り組み 

犯罪被害者等の支援に必要な取り組みは、「カウンセリング、心のケア(65.9％)」

が最も多く、次に「警察、県市町、犯罪被害者等支援団体等の連携強化(50.4％)」

「弁護士等による法律相談(46.5％)」が続いている。 

犯罪被害者等支援窓口

の認知度 

犯罪被害者等支援窓口について「警察における相談窓口(61.1％)」、「県や市町に

おける相談窓口(56.2％)」は半数以上の人が知っていた。 

再犯防止のために必要

な取り組み 

 再犯防止のために必要な取り組みとしては、「住まいや就労など、安定した生活基

盤を築くための支援(55.7％)」が最も多く、続いて「刑務所等での矯正プログラム

の充実(42.1％)」、「刑の厳罰化(41.7％)」、「孤立を防ぐ環境づくりなど地域ぐるみ

での支援(39.7％)」となった。 
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３ 調査結果 

項目 アンケート結果 

犯罪被害への不安 
［Ｑ１］（１つ選択） 

 

Ｑ１ あなたは、お住まいの地
域において、犯罪被害にあうの
ではないかという不安をどの

程度感じていますか。 

 

 

 

不安を感じる理由 
［Ｑ２］（２つまで） 

※Ｑ１で「不安である」又は「や

や不安である」と回答した人

（758 人）に質問。 

Ｑ２ Ｑ１で「不安である」又
は「やや不安である」と回答さ

れた方にお尋ねします。そのよ
うに思われる主な理由は何で
すか。次の中からお選びくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 
 

具体的に不安に感じ
る犯罪・事案 
［Ｑ３］（３つまで） 

 

Ｑ３ あなたは、どのような犯

罪・事案に不安を感じています

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.0%

43.5%

27.0%

24.5%

20.8%

12.9%

11.7%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一般的にモラルが低下してきていると思うから

テレビ・新聞等でよく犯罪事件の報道を目にするから

住んでいる地域に暗がりや見通しの悪い場所等の死角が多いから

地域のコミュニティが希薄になってきたから

防犯カメラや防犯灯が設置されていないから

住んでいる地域でよく犯罪が発生するから

過去に犯罪被害に遭ったことがあるから

その他

67.7%

43.3%

25.3%

22.9%

20.2%

19.4%

19.1%

14.5%

14.2%

10.8%

9.4%

8.8%

5.9%

5.0%

4.2%

2.8%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

空き巣などの侵入窃盗

インターネットを利用した犯罪

ひったくり

暴行・傷害

振り込め詐欺などの詐欺

わいせつ事犯・痴漢

車上ねらい

誘拐等子どもをねらう犯罪

声かけ（不審者からの呼びかけ）

少年い集（たむろ）

自転車・オートバイ盗

器物損壊

ストーカー犯罪

自動車盗

自動車等の部品盗

薬物犯罪

その他

不安である 6.3%

やや不安である 37.3%

どちらでもない14.6%

まあ安心している

37.8%

安心している 4.0%
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犯罪被害にあうかも
しれないと思う場所 
［Ｑ４］（３つまで） 

あなたは、どのような場所で犯
罪被害にあうかもしれないと
いう不安を感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の安全・安心確保
のために必要な取組 
［Ｑ５］（３つまで） 

お住まいの地域の安全・安心の
確保に向けて、特にどのような
取組が大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.7%

41.9%

31.0%

30.3%

27.1%

19.8%

14.4%

11.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

路上

インターネット空間

自宅

繁華街

駐車場・駐輪場

公園

電車・バスなどの公共交通機関

駅

その他

57.8%

45.7%

33.3%

30.4%

21.3%

7.7%

7.5%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

防犯カメラの設置

防犯に配慮した

公園・道路、防犯灯の整備

地域の見回りの強化

地域の犯罪・防犯情報の提供

地域住民による自主防犯活動への支援

セミナーや講習会による

防犯に関するノウハウの提供

家屋ごとの防犯診断や

改善ノウハウの普及啓発

その他
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自らが行う安全・安心
のための取組 
［Ｑ６-ア～キ］（１つ選択） 

Ｑ６ 地域の安全・安心を確保
するために、あなたがしている
ことや、してみようと思うこと

がありますか。次にあげている
それぞれの取組について、あて
はまるものをお選びください。 

ア 防犯パトロール（地域内の
巡回） 
イ 通学路における子どもの
見守り活動 

ウ 声かけ（あいさつ）運動 
エ 防犯セミナー・講習会への
参加 

オ 地域への防犯情報の提供 
カ 門灯の一晩中の点灯（門灯
点灯運動） 

キ 地域周辺の安全マップの
作成 

 

 

声かけ運動・こどもの
見守り活動・防犯パト
ロールをしたいと思わ
ない理由 
［Ｑ７］（いくつでも） 

※Ｑ６のア、イ、ウのいずれか
１つでも「したいとは思わな

い」とした人(619 名)に質問。 

Ｑ７ そのような活動に参加
したいとは思わない理由は何
ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

11.6%

14.5%

46.2%

12.1%

13.5%

43.1%

7.2%

32.3%

37.3%

31.2%

54.5%

47.6%

22.1%

45.9%

27.4%

22.1%

9.9%

15.1%

8.4%

16.8%

13.0%

28.7%

26.2%

12.8%

18.3%

30.4%

18.0%

33.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(ア)防犯パトロール(地域内の巡回)

(イ)通学路での子どもの見守り活動

(ウ)声かけ(あいさつ)運動

(エ)防犯セミナー・講習会への参加

(オ)地域への防犯情報の提供

(カ)門灯の一晩中の点灯

(キ)地域周辺の安全マップの作成

以前からしている 今後してみたい したいとは思わない わからない

36.2%

23.3%

18.6%

17.9%

14.7%

10.2%

5.2%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40%

時間がないから

健康状態や体調に不安があるから

一緒に参加する知人や友人がいないから

取組を行うための支援

（情報、ノウハウ、用品等）がないから

必要性を感じないから

人との関わりを好まないから

関心がないから

その他
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子どもたちにとっての
治安状況 
［Ｑ８］（１つ選択） 

Ｑ８ あなたのお住まいの地
域は、子どもたちにとって、ど
のような治安状況だと感じま

すか。 

 

 

 

 

 

危険だと思う理由 
［Ｑ９］（２つまで選択） 

Ｑ８で「危険だと思う」又は「ど

ちらかといえば危険だと思う」

と回答した人(273 名)に質問。 

Ｑ９ そのように思われる主
な理由は何ですか。次の中から

お選びください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちを犯罪から
守るために必要な取組 
［Ｑ１０］（２つまで選択） 

Ｑ１０ お住まいの地域の子

どもたちが犯罪に巻き込まれ

ないためには、どのような取組

が特に大切だと思いますか。 

 

50.2%

42.9%

23.8%

15.4%

11.4%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通学路、公園等に防犯カメラが設置されていないから

子どもが被害者になる事件の報道をよく目にするから

地域で子どもへのつきまとい事案

などが頻繁に発生しているから

登下校の見守り活動など

地域における見守り活動が行われていないから

学校での集団登校、集団下校が行われていないから

その他

51.3%

51.0%

38.5%

20.4%

13.6%

13.3%

13.0%

8.1%

2.8%

0% 20% 40% 60%

通学路などへの防犯カメラや防犯灯の設置

登下校時などの子どもの見守り活動の強化

知らない人について行かないなど

家庭における注意喚起

防犯ブザーなど防犯グッズ用品の携帯

安全マップの作成など学校における防犯教育

民間によるＧＰＳ等を使用した

登下校見守りサービスの活用

子どもを守る１１０番の家・店（※）の取組強化

ひょうご防犯ネットなど防犯情報配信システムの活用

その他

危険だと思う 2.8%

どちらかといえば

危険だと思う
13.0%

どちらともいえな

い 27.8%

どちらかといえば

安全だと思う

51.2%

安全だと思う 5.2%
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犯罪被害者等の支援に
必要な取組 
［Ｑ１２］（いくつでも） 

Ｑ１２ 犯罪被害者等の支援

にはどのような取組が必要だ

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

犯罪被害者等支援窓口
の認知度 
［Ｑ１３］（いくつでも） 

Ｑ１３ 犯罪被害者及びその

家族等の抱える悩みの解決や

心のケアなどを相談できる窓

口について、知っているものを

お選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

65.9%

50.4%

46.5%

38.9%

38.5%

33.2%

31.6%

30.8%

29.5%

29.4%

20.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80%

カウンセリング、心のケア

警察、県市町、犯罪被害者等支援団体等

の連携強化

弁護士等による法律相談

経済的支援（見舞金の支給、生活資金貸付等）

犯罪被害者等が置かれている状況

についての普及・啓発

医療面での支援（医療機関の紹介、医療費助成等）

家事・子育て・介護など日常生活への支援

居住場所の確保

支援団体の相談員・支援員の養成

電話相談、面接相談

裁判所等への付添い支援

その他

61.1%

56.2%

23.5%

9.4%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

警察における相談窓口

県や市町における相談窓口

犯罪被害者等支援に係る民間支援団体

「公益社団法人ひょうご被害者支援センター」

ひょうご性被害ケアセンター「よりそい」

その他
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再犯防止のために必要
な取組 
［Ｑ１４］（いくつでも） 

Ｑ１４ 国では、再犯を防止す

るための取組を進めています

が、どのような取組が必要だと

思いますか。 

 

 

 

未成年の子の年齢 
［Ｑ１１］（いくつでも） 

Ｑ１１ あなたの家族に、未成

年者（0～19 歳）はおられます

か。 

 

 

 

【 問い合わせ先 】 

企画県民部広聴課 (TEL078-362-3021)  

 

55.7%

42.1%

41.7%

39.7%

36.8%

31.5%

30.6%

30.6%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住まいや就労など、

安定した生活基盤を築くための支援

刑務所等での矯正プログラムの充実

刑の厳罰化

孤立を防ぐ環境づくりなど

地域ぐるみでの支援

薬物依存からの立ち直り支援

ボランティア（保護司、NPO等）等

による生活面の指導

高齢者や障害のある者等への

保健医療・福祉サービスの支援

更生についての広報・啓発活動の実施

その他

9.6%

9.6%

5.4%

7.5%

75.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

０～６歳

７～12歳

13～15歳

16～19歳

いない


